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田巻　 松雄
平成 24年度第2回外国人児童生徒・
グローバル教育推進協議会報告
今年度第 2 回目の協議会が 10月15日（月）に
開催されました。
まず、青木孝浩栃木県教育委員会学校教育課
指導主事より、8月下旬に参加された「平成 24 年
度帰国・外国人児童生徒・国際理解教育担当指導
主事等連絡協議会」の内容についてご紹介いただ
中嶋幸夫（栃木県国際交流協会事務局次長兼総務企画課長）
村田孝（宇都宮市国際交流協会　日本語委員会委員長）
渡辺美千恵（栃木県立真岡女子高等学校教諭）
山中亮（小山市立美田中学校教諭）
上原秀一（教育学部准教授）
若林秀樹（国際学部特任准教授）
スエヨシ　アナ（国際学部講師）
酒見廣志（教育学部スクールサポートセンターコーディネーター）
辻猛司（教育学部スクールサポートセンターコーディネーター）
原田真理子（国際学部附属多文化公共圏センター員 ,
佐野市立佐野小学校日本語教室指導助手）
佐藤和之（国際学部附属多文化公共圏センター員 ,
真岡市立真岡西小学校教諭）
船山千恵（HANDS プロジェクトコーディネーター）
【通訳協力者】（敬称略・順不同）
宋　華潔（宇都宮市国際交流協会） 
何　揚青（宇都宮市国際交流協会）
デ　ディオス　千春（宇都宮市国際交流協会）
デ　ディオス　マエン（宇都宮市国際交流協会）
市川恭治（宇都宮市国際交流協会）
中田未来（栃木県国際交流協会）
田村晶子（栃木県国際交流協会）
アリ　アクバル　アバス（栃木県国際交流協会）
シャジア　アシファーク（HANDS プロジェクト協力者）
ヒラ　アシファーク（HANDS プロジェクト協力者）
デラクルズ　ミルナ　オロシコ
（HANDS プロジェクト協力者）
福田千恵子（HANDS プロジェクト協力者）
植田エレニセ（HANDS プロジェクト協力者）
ブラボ　ホセ（国際学部 3 年）
曽徳機（国際学部 3 年）
マルシ　アギーレ
（大学院国際学研究科博士課程前期１年）
【体験談発表者】（敬称略・順不同）
西尾デンネイ（学悠館高校 3 年生）　
児玉しずえ（日系ブラジル人）　
加藤ジオランデル（国際学部 3 年）
【その他運営協力者】（敬称略・順不同）
真岡女子高等学校放送部員：
松本梨那、有坂南海、藤屋今日夏、上原望加、
加藤沙英、外池彩萌
宇都宮大学生ほか：
谷莉莎、褚媛、方潔、菅原里紗、本望茜、山本可奈、
海野杉江 、岩村恵、村里杏子、丹治真奈、大和優希、
仲間美稀、山下和弘、新屋明夫、岩村利弘
5HANDS next
きました。それによりますと、国は、外国人児童生
徒に対する日本語指導等を正規な教育課程に位置
づけるために、法整備に向けて懇談会を開いてい
る。７月に第２回目の懇談会を開催し、予算の枠
組みが決まった段階。年内には、もう少し詳しい何
らかの情報が国から下りてくるようだ、とのことでし
た。
次に、小髙邦夫真岡西小学校長より、「第２４回
関東ブロック栃木大会」第１次案内についてご紹
介がありました。「第２４回関東ブロック栃木大会」
は、来年 8月24日（土）に本学で開催される予定
になっています。栃木県国際理解教育研究会長を
務める小髙校長より、来年度は栃木県が当番県な
ので、是非ご協力をいただきたいとお話がありまし
た。
今回の協議会では、12月1日（土）開催の ｢外
国につながる子どもフォーラム 2012｣、本学での開
催を含め 4 回開催される「多言語による高校進学
ガイダンス」、｢外国人児童生徒支援のための学生
ボランティア派遣｣ 事業に関するアンケ トーについ
て話し合いました。
フォーラムについては、第一部「学生実行委員会
による発表」、第二部「3 年間のHANDSプロジェ
クトの成果と課題」の検証、第三部「多言語によ
る高校進学ガイダンスのあり方を考える」という3
部構成の大枠は確定していましたが、今回、特に
第三部の詳細を詰めました。その結果、佐野市に
おける高校進学ガイダンスをはじめ、県内開催の高
校進学ガイダンスすべてに参加・協力してきた実績
をお持ちの原田真理子氏に司会を、今年度開催す
る地域の関係者にパネリストをお願いすることとし
ました。そして、真岡・大田原・小山の３地域で行
うガイダンスについて、大学と地域の教育委員会等
の関係や役割分担を協力・後援・共催のいずれか
にするのが望ましいか等について意見交換をしまし
た。
「3 年間のHANDS」の検証は、学生ボランティ
ア派遣事業と「それ以外のすべて」に大別して行
いますが、前者に関することとして、事前に学生派
遣先の学校を対象にしてアンケ トー実施の提案を
行い、了承されました。学生ボアンティア派遣事業
は、平成 22 年度学生登録者数 28、派遣依頼先
数 8、派遣実績学生数 11、平成 23 年度学生登録
者数 41、派遣依頼先数 12、派遣実績学生数 23、
平成 24 年度（10月15日現在）学生登録者数 39、
派遣依頼先数 17、派遣実績学生数 34と、着実に
実績を残してきましたが、わたしたちの期待ほど派
遣数が伸びていないという実情があります。この点
の解明も含め、いろいろと反省・成果･課題を掌握
したいので、そのための一環として、アンケ トーを
実施することとしました。いつも関係者の皆様には
お世話になりまして、この場をお借りして改めて感
謝申し上げます。
協議会の席上で、当初の予定にはなかったので
すが、公立の小中高等学校の教員に「外国籍の教
員」はどの程度いるのかが話題になりました。確
実なことは確認できなかったので後日調べたとこ
ろ、全国の都道府県や指定都市が行う平成 4 年度
の公立学校教員採用試験から日本国籍を持たない
者についても受験できるようになったことが分かり
ました。平成 20 年度に朝日新聞と全国在日外国人
教育研究所が行った調査結果では、全国で 215人
の外国籍常勤教員数が確認されています。
最後に、田巻より、HANDS は文科省から支援
いただき平成 22 年度から 3 年間のプロジェクトと
して展開してきたが、今春、平成 25 年度からの 3
年間の概算要求申請し、事業継続の見込みがたっ
たことを報告しました。今回の申請において、現行
プロジェクトと大きく異なるのは、外国人児童生徒
支援対象地域を北関東対象に拡大することと、こ
れまでの教育学部・国際学部の連携体制に加えて
生涯学習教育研究センターにも参加してもらうこと
にしたことです。平成 25 年度からの研究・事業計
画については機会をみて詳しくご報告したいと思い
ます。
